
 

（4）おが粉との相違点（農家の感想を含めて） 

・ おが粉の購入価格の 40％と安価であり、敷料の機能は、おが粉と変わらな 

い。また、おが粉使用の時と比べて、乳房炎の事故がない。(メタン発酵残

さを製造する際に高温処理されており、病原菌が死滅しているため) 

 

（5）敷料として利用上の問題点 

・ 吸水すると、重くなる。作業性が低下する。 

・ 供給量の問題。消化液の販売が思わしくないと、原料の受入制限となるた

め、メタン発酵残さの生産量が減少する。 

 

（6）堆肥化の状況 

 敷料利用後は、固液分離し、液体は貯留槽へ、固形物は堆肥舎へ運ぶ。堆肥

及び液体(スラリー)は、自己の草地へ散布している。 

 別海バイオマス発電所への堆肥及びスラリーの販売は行っていない。 

 

（7）敷料として利用上の問題点 

 メタン発電の排気を使い、乾燥して、再生敷料として使っているが、水分が

低く、材質も均質であり、敷料としては良質な資材である。ただし、メタン発

酵処理を経ているために、分解も早いと考えられるため、多量に使用したり、

何回も使用すると牛舎内で固まりができやすく、敷料としての機能が失われる

ことがあるため、使用方法には注意が必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 製品(消化液と再生敷料)       写真 2 完成したばかりの再生敷料 
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写真 3 発酵槽通過後、固液分離したもの 写真 4 写真 3を下面から乾燥するため 

のスペース 
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付 録 
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資料：堆肥化施設設計マニュアル（H15中央畜産会）より引用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1  主な副資材の特徴

表 2  敷料および副資材の種類 

資料：堆肥化施設設計マニュアル（H15中央畜産会）より引用 
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資料：堆肥化施設設計マニュアル（H15中央畜産会）より引用 

 

 

 

 

表 3 各種副資材の性質および性状 
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（敬称略、五十音順） 

平成 28年度 家畜排せつ物利活用推進事業に係る企画検討会委員名簿 
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